エチルメタクリレート-ブチルメタクリレート共重合体とアセチルクエン酸トリブチルを主成分とするアクリル系軟質リライン材の硬化挙動に及ぼすモノマーの種類、可塑剤含有量および粉液比の影響 by 森 智康
 
 
森 智康 論文内容の要旨 
 
 
主  論  文 
 
 
Influence of monomer type, plasticizer content, and powder/liquid ratio  
on setting characteristics of acrylic permanent soft denture liners  







































マーと可塑剤を重量比で 25:75、50:50、75:25 および 100:0 の 4 種類の割合で配合した
ものを用いた。粉液比は 1.0、1.2 の 2 種類とした。 
硬化挙動の測定はストレス制御式レオメーター（AR-G2、TA インスツルメント社
製）を用いた。治具は直径 20.0mm のフラットプレートを使用し、ギャップ 1mm、周
波数 1Hz、測定温度 37.0 ℃の条件で測定した。23±1℃のもと、粉末と液を 15 秒間練
和後、レオメーターのプレートに填入し、30 分間、硬化進行中の動的粘弾性を測定し
た。硬化時間は損失正接が 1 となる時間とした。測定は各試料 5 回ずつ行った。統計
処理は 3 元配置分散分析を用いた。 
  




時間は 2-EHMA よりも i-BMA を含有する材料のほうが短かった。可塑剤含有量が少
ないほど、粉液比が大きいほど硬化時間は短い傾向であった。 
 すべての材料で経時的に貯蔵弾性率と損失弾性率は増加し、損失正接は減少した。
2-EHMA よりも i-BMA を含有する材料で貯蔵弾性率と損失弾性率は急速な増加率を
示した。可塑剤含有量が少ないほど、粉液比が大きいほど貯蔵弾性率と損失弾性率の
増加率と損失正接の減少率は大きかった。 
 市販製品の硬化時間は約 130 秒から 650 秒であり、2-EHMA を含有する材料の硬化
時間はすべてこの範囲内であった。 
  




化が進行する。モル体積が大きい 2-EHMA は i-BMA よりもポリマー中へ浸透しにく
いため、硬化時間が長くなったと考えられる。可塑剤はモノマーとともにポリマー間
へ浸透し、分子鎖の絡み合いを減少させて材料に柔軟性をもたせる。モル体積の大き
い可塑剤が多く含まれる液ほど、ポリマーへの浸透が遅くなり、硬化時間が長くなっ
たと推察される。粉液比の大きな材料ほど硬化時間は短くなったが、これはポリマー
含有量が多いほどポリマー鎖の絡み合いが促進されるためであると考えられる。 
モノマーとして 2-EHMA を用いた材料の硬化時間は、市販製品の硬化時間の範囲に
あり、本材のモノマーとして適しているといえる。また可塑剤含有量と硬化時間の対
数間で正の相関関係があり、可塑剤含有量により硬化時間をコントロールできること
が示唆された。 
本研究により得られた知見は、新規光重合型アクリル系軟質リライン材の開発に寄
与できるものと考えられる。 
 
